
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社日本政策投資銀行（代表取締役社長：柳正憲、以下「DBJ」という。） 
は、このたび「東日本大震災から 5 年～新しい成長に向けて～阪神・淡路 
大震災を教訓に」と題した調査・提言レポートを発行しました。 

 
当レポートは、東日本大震災から 5 年を迎えるにあたり、東日本大震災と 

阪神・淡路大震災が地域経済に与えた影響等を比較・検証するとともに、 
神戸市の震災復興に向けた取り組みと、今後の東北における成長産業について 
分析し、東北の新しい成長の方策を検討したものです。 

 
当レポートは、以下 3 点を骨子としています。 
 

1. 経済面から東日本大震災と阪神・淡路大震災を比較 
→主要な経済指標について比較し、東北経済の課題を提示 

2. 阪神・淡路大震災からの復興を牽引した代表的プロジェクト 
→「神戸医療産業都市」をモデルケースとして分析し、4 つのキーワード 
「先見性」「スピード」「覚悟」「吸引力」を抽出 

3. 東北に芽生える新しい成長産業 
→加速器産業、医療機器産業、観光産業などの取り組みについて、上記 4 つ

のキーワードに照らして整理・提言 
 
当レポートの詳細は、DBJ ウェブサイト「地域・海外レポート（東北）」 

（http://www.dbj.jp/investigate/area/tohoku/）に掲載していますので、ご参照

ください。 
 

 DBJ は、企業理念「金融力で未来をデザインします～私たちは創造的金融 
活動による課題解決でお客様の信頼を築き、豊かな未来を、ともに実現して 
いきます～」に基づき、地域に役立つ情報発信を積極的に行ってまいります。 

 
 
 

「東日本大震災から 5年～新しい成長に向けて～ 

阪神・淡路大震災を教訓に」を発行 

【お問い合わせ先】 

東北支店 東北復興支援室 電話番号 ０２２－２２７－８１８２ 

平成 28 年 2 月 26 日

株式会社日本政策投資銀行

代表取締役社長 柳 正憲


